
様式４

都市再生整備計画　フォローアップ報告書

戸塚南部地区

平成２８年６月

埼玉県川口市



１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし ●

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定

見込み

確定

見込み

確定

見込み

※全ての指標について記入

H　　年　月

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

※フォローアップの必要のある指標について記入

※フォローアップの必要のある指標について記入

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成
度

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

その他の
数値指標２

その他の
数値指標３

総合所見

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

計測時期

指標３ 公園緑地面積 ha 29.3

その他の
数値指標１

指　標 従前値

事後評価

見込み・確定の別

H　　年　月指標５

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

土地区画整理事業による市街化の
促進や民間開発などの住宅供給が
直接的要因であった。またアクセス
条件、交通安全性、歩行者快適性
が向上したため、地区周辺の住民
の利用も増加させたと考えられる。

32.0 32.0 H28年5月

6,795

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

赤山歴史自然公園の整備に必要な
用地取得が進み、指標の向上に寄
与したものの、一部地権者交渉等
の遅れにより目標には到達しな
かった。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

指標４

指標２ 駅利用者数 人/日 5,800 6,893

総合所見

土地区画整理事業が進捗し、民間
開発による住宅供給等が進められ
たことが直接的な要因であった。ま
た、公園等の整備による地区の魅
力向上も間接的な効果を及ぼして
いる。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

○

H　　年　月

事後評価 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成
度

○

△

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

2,417

計測時期

H28年5月

H28年5月
H28年6月

△

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

指　標 従前値 目標値

指標１ 建築着工件数（累計） 件 1,485

1年以内の
達成見込み

6,300

32.8

1年以内の
達成見込み

○

2,409

見込み・確定
の別

2,300 ○

目標値

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

事後評価シート　添付様式5－③から転記

・成果を持続させるために
行う方策

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

継続的な都市基盤整備の推進

公共交通機関の利用促進

地権者、住民に対する公園事業への理解の推進

コミュニティ活動の支援と協働の推進

低炭素都市づくりを推進するため、エコ通勤（通学）を推進して
いる。

埼玉高速鉄道駅の利用者数が上昇した。

公園植栽計画の基本設計及び実施設計に地域住
民の意見を反映し、住民との協働による公園整備
を推進した。

市では地域コミュニティの活性化を目指すため、
H24より町会・自治会の加入促進に関する協定を
締結した。

追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項

公園整備における地域住民との意見交換会

市全体で、町会・自治会などの自主的な活動や地域における各
種団体の活動を町会相談員制度事業や町会広報活動事業な
どを通じ支援を行っている。又、マンション住人に対して、コミュ
ニティ不足から様々な問題が生じていることから、マンションコ
ミュニティ支援事業を実施している。

実施した結果

地区内の戸塚南部特定土地区画整理事業は順調
に進み、事業の最終段階に入る準備を進めてい
る。

社会資本整備総合交付金を活用し、引き続き整備を継続して
いる。

実施した具体的な内容

赤山歴史自然公園の整備に関する理解を深めるため、今後も地
元向けに情報発信を行いながら事業への理解と推進を図ってい
く。

今後もより地域に根ざしたコミュニティを形成していくため、その
時々の状況に見合った支援を実施していく。

今後の課題　その他特記事項

引き続き残整備箇所の整備を推進し、事業の早期完了に努め
る。

引き続き公共交通機関の利用促進に努める。

具体的内容 実施時期



都市再生整備計画（清算報告）

戸塚
と づ か

南部
な ん ぶ

地区
ち く

埼玉
さいた ま

県　川口
かわぐち

市
し



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 490.1 ha

平成 23 年度　～ 平成 27 年度 平成 23 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

件 平成21年 平成27年

人／日 平成21年 平成27年

ha 平成23年 平成27年

都道府県名 埼玉県 川口市
かわぐちし

戸塚
とづか

南部
なんぶ

地区
ちく

計画期間 交付期間 27

大目標：活気とゆとりあり緑あふれる安全安心快適なまちづくり～
　　目標１：市北部の生活拠点としての活気あるまちづくり。
　　目標２：緑豊かな地域特性を生かした、良好な居住環境のあるまちづくり。
　　目標３：ＪＲ及び埼玉高速鉄道へのアクセス性、交通安全性、歩行者の快適性の高い安全まちづくり。

本地区は、川口市の北部に位置し、かつては樹林生産を目的とした山林や農地が広がっていた。
本地区周辺では、土地区画整理事業により基盤整備が進められるとともに、埼玉高速鉄道の開通により急速に都市化が進展してきている。地区内においても、戸塚鋏下境地区、戸塚鋏下境第２地区、長蔵新田地区の土地区画整理事業が完了してい
る。そのような中、本地区では、市街化区域内で整備が遅れ、スプロール化が進行していた区域について、安全安心で快適な市街地の形成のため、戸塚南部地区(S63～）、戸塚東部地区（H5～）、石神西立野地区（H6～）、安行藤八地区（H9～）の4地区
の土地区画整理事業が進められている。
これらの施行中の土地区画整理事業についても、埼玉高速鉄道の利用促進や、市北部地域の中心としての賑わいの形成を実現する必要性が高いことから、早期の完成が望まれていた。このことから、平成18年度から平成22年度まで都市再生整備計
画に基づく国の支援を受け、事業がより効率的・効果的に進められてきた。そのことにより、良好な市街地環境が形成されつつあるとともに、居住人口も増加してきている。
平成22年度までに計画していた事業は完了したものの、土地区画整理事業は途中段階にあり、早期の事業完成による良好な市街地を形成することが急務となっている。
また、当該地区には、昭和61年当時から川口市総合計画において廃棄物の最終処分地整備計画がなされ、その後最終処分場用地の活用方法の見直しを経て、平成24年3月に川口都市計画公園として都市計画決定された区域が含まれており、公園整
備事業を進めている。
したがって、今後も土地区画整理事業や公園の整備によるまちづくりを継続することにより、川口市北部の中心市街地にふさわしい「活気とゆとりある緑あふれる安全安心快適なまちづくり～」の実現を図るものである。

・本地区は埼玉高速鉄道線の開通と戸塚南部都市再生整備計画事業の実施により、住環境と交通網が整備されたことから、快適で利便性の高い市街地が形成されつつある。そのため、埼玉高速鉄道線の戸塚安行駅周辺におけるまちづくり等、実施中
の事業を着実に推進・完了することで地区の魅力向上を継続させる必要がある。【目標１】
・戸塚南部都市再生整備計画事業の実施により、都市基盤の整備が推進されたが、一部地域で道路や公園の整備が地権者との調整から未整備な部分が残されており、土地利用の転換が進まず、地域の魅力を十分に発揮できない状況が残されてい
る。そのため、良好な住宅市街地として活用ができる基盤を早期に整える必要がある。また、都市公園法施行令第１条に示す人口１人当り公園緑地面積10㎡に対し、本市の公園緑地面積は、3.40㎡であり、特に本市北部に位置する神根地区では、3.65
㎡、安行地区では3.01㎡であり２地区平均で3.33㎡と公園が少ない状況にあることから、公園の整備を進める必要がある。【目標2】
・幹線道路の整備や、生活道路の整備によりＪＲや埼玉高速鉄道へのアクセスの安全性・快適性が改善され、乗降客の増加傾向が示されている。そのため、駅へのアクセス道路等の整備を実現することで、利便性の高い安全・安心なまちづくりを実現す
る必要がある。【目標３】

・第4次川口市総合計画では、埼玉高速鉄道線の駅周辺におけるまちづくり等、実施中の事業を着実に推進することに加え、いかにして地域の特性を生かしながら魅力を高めていくかが課題である。そのため、鉄道駅周辺整備の推進により、多くの市民
が憩うことのできる、機能的で、かつ災害時においても、安全・安心で魅力ある都市を形成する、としている。【目標1,2,3】
・川口市都市計画基本方針では、戸塚地区の地域別まちづくり方針として、「東川口駅周辺地区のまちづくり」「戸塚安行駅周辺のまちづくり」「住環境整備の推進」「親しみのある河川の環境づくり」「生活道路の整備」により、川口の新しい住宅地として、
また植木生産地として斜面林などの自然を保全し、生活の便利さと豊かな緑の環境を備えたまちをめざす、としている。また、神根地区のまちづくり方針として、台地の緑と水辺の環境が一体となって作り出す豊かな自然環境を生かして、緑の環境を充実
し、人々が生活し交流するまちをめざすとしている。 【目標1,2,3】

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

建築着工件数(累計）

計画区域内で実施されている土地区画整理事業におい
て、地区内で建築を行う場合の土地区画整理法76条の申
請件数について、戸塚安行駅が開業した平成13年度から
平成21年度までの申請数を従前値とし、事業期間中に申
請が出された数の総数と従前値を合計したものを目標値と
する。

道路・公園等の整備により、良好な居住環境を形成するとともに、
安全・安心な市街地を形成することにより、住宅・店舗等の増加を
目指す。

1,485 2,300

駅利用者数
埼玉高速鉄道(株)がホームページ上で公表する輸送状況
により、埼玉高速鉄道 戸塚安行駅の年間乗車人員数を
365で割り、1日当たり乗降客数を算出する。

道路の整備により戸塚安行駅へのアクセス性を向上するととも
に、基盤整備を行うことにより、居住人口や来訪者が訪れる店舗
等の立地を促し、駅利用者数の増加を目指す。

5,800 6,300

公園緑地面積 神根地区、安行地区の公園緑地面積の合計を算出する。
都市公園法施行令第１条に示す人口１人当り公園緑地面積10㎡
を達成させるために、神根地区、安行地区の公園緑地面積の増加
を目標とする。

29.3 32.8



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
整備方針１（地域の魅力・利便性の向上）【目標１】
・戸塚安行駅周辺や幹線道路、生活道路の整備により人口定着や店舗等の立地を促進し、活力のある市街地を形成する。

公園　　　　　　　　　：赤山歴史自然公園整備事業
土地区画整理事業：戸塚南部特定土地区画整理
　　　　　　　　　　　　　石神西立野特定土地区画整理（基幹事業・関連事業）
　　　　　　　　　　　　　安行藤八特定土地区画整理（基幹事業・関連事業）
　　　　　　　　　　　　　戸塚東部特定土地区画整理（基幹事業・関連事業）
関連事業：歴史と文化のまちづくり推進事業

整備方針２（良好な居住環境の充実）【目標２】
・地区内の生活道路や公園等の整備により、住宅市街地としての良好な市街地を形成する。

公園　　　　　　　　　：赤山歴史自然公園整備事業
土地区画整理事業：戸塚南部特定土地区画整理
　　　　　　　　　　　　　石神西立野特定土地区画整理（基幹事業・関連事業）
　　　　　　　　　　　　　安行藤八特定土地区画整理（基幹事業・関連事業）
　　　　　　　　　　　　　戸塚東部特定土地区画整理（基幹事業・関連事業）

関連事業：歴史と文化のまちづくり推進事業

整備方針３（安全安心なネットワークの形成）【目標３】
・道路整備等により駅へのアクセス性の向上を図る。
・戸塚安行駅への安全な歩行者ネットワークを形成する。

公園　　　　　　　　　：赤山歴史自然公園整備事業
土地区画整理事業：戸塚南部特定土地区画整理
　　　　　　　　　　　　　石神西立野特定土地区画整理（基幹事業・関連事業）
　　　　　　　　　　　　　安行藤八特定土地区画整理（基幹事業・関連事業）
　　　　　　　　　　　　　戸塚東部特定土地区画整理（基幹事業・関連事業）

○継続的なまちづくりの活動の支援
　これまでに、また、今後整備される公園等の維持管理や、都市基盤整備により転入してきた住民間のコミュニティ形成のために、地域主体のまちづくり活動を支援していく。



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路

公園 川口市 直 8.9ha Ｈ24 Ｈ36 Ｈ24 Ｈ27 7,475 3,806 3,806 3,806

古都及び緑地保全事業

河川

下水道 －

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 －

高質空間形成施設 －

高次都市施設 －

既存建造物活用事業

土地区画整理事業 戸塚南部特定土地区画整理組合 間 52.7ha S62 H30 H23 H26 3,641 572 572 572

土地区画整理事業 川口市 直 99.1ha H6 H35 H23 H27 3,730 332 332 332

土地区画整理事業 川口市 直 68.1ha H9 H36 H23 H27 3,835 306 306 306

土地区画整理事業 戸塚東部特定土地区画整理組合 間 33.7ha H5 H36 H23 H27 2,665 970 970 970

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 21,346 5,986 5,986 5,986 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

－

－

－

－

合計 0 0 0 0 …B
合計(A+B) 5,986

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
戸塚東部特定土地区画整理組合 国土交通省 33.7ha ○ H5 H24 2,510

川口市 国土交通省 99.1ha ○ H6 H30 11,845

川口市 国土交通省 68.1ha ○ H13 H34 8,105

戸塚南部特定土地区画整理組合 － － ○ H21 H27 -

合計 22,460

交付対象事業費 5,986 交付限度額 2,394 国費率 0.4

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目 うち民負担分

　赤山歴史自然公園整備 0

－

－

－

－

－

戸塚南部特定土地区画整理 0

石神西立野特定土地区画整理 0

安行藤八特定土地区画整理 0

戸塚東部特定土地区画整理 0

住宅市街地
総合整備
事業

0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目 うち民負担分

地域創造
支援事業

事業活用調
査

－

－

まちづくり活
動推進事業

－

－

0

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

土地区画整理事業(特会） 戸塚東部地区

土地区画整理事業(特会） 石神西立野地区

土地区画整理事業(特会） 安行藤八地区

歴史と文化のまちづくり推進事業 戸塚南部地区


